
13

日
本
共
産
党

並
木
　
幹
男議　

員

改
定
医
療
保
険
改
正
法
と
国
保
制
度
に
つ
い
て

農
作
物
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

捕獲されたハクビシン
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５
月
改
定
同
法
に
よ

る
市
町
村
国
保
の
都
道

府
県
化
に
伴
う
市
の
対
応
は

ど
う
か
。

　

市
長　

国
保
に
つ
い

て
基
本
的
に
は
、
独
立

採
算
的
に
継
続
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
都

道
府
県
化
は
第
一
歩
で
、
保

険
税
の
徴
収
や
保
険
税
額
の

決
定
は
市
町
村
毎
の
状
況
が

続
き
ま
す
が
、
最
終
的
に
は

県
が
全
て
の
国
保
事
業
を
担

う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

平
成
30 

年
度
か
ら
、
県
が
医
療

給
付
費
の
見
込
み
を
立
て
、

市
に
納
付
金
や
税
率
が
示
さ

れ
、
そ
れ
を
基
に
市
が
保
険

税
額
を
算
定
、
徴
収
し
、
県

に
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
畑
作
地
域
を

中
心
に
小
型
野
生
動
物
、

ま
た
、
山
間
部
の
畑
で
は
イ

ノ
シ
シ
と
見
ら
れ
る
被
害
が

多
く
、
農
業
者
は
対
策
に
苦

慮
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
生
産
意
欲
の
低
下
も
招
き

か
ね
な
い
。
市
内
農
作
物
へ

の
、
鳥
獣
被
害
の
状
況
調
査

と
対
策
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

毎

年
４
月
、
区
長
に
有
害

鳥
獣
捕
獲
申
請
書
を
送
付
、

被
害
状
況
を
提
出
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
対
策
と
し

て
は
山
武
北
部
猟
友
会
に
委

託
し
、
捕
獲
を
計
画
的
に
実

施
し
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数

　

法
定
軽
減
の
状
況
は

ど
う
か
。

　

市
民
部
長　

平
成
27

年
度
10
月
現
在
、
軽
減

世
帯
数
６
千
１
８
２
件
、
割

合
は
51
・
８
％
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

条
例
減
免
の
拡
大
に

つ
い
て
、
考
え
て
は
ど

う
か
。
特
に
子
ど
も
が
多
い

家
庭
は
、
均
等
割
の
負
担
が

増
え
、
少
子
化
対
策
に
も
逆

行
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

市
民
部
長　

今
の
と

こ
ろ
検
討
し
て
い
ま
せ

ん
。　

国
保
税
を
引
き
下
げ

る
に
は
、
根
本
的
に
は

切
り
下
げ
ら
れ
た
国
庫
負
担

を
戻
す
必
要
が
あ
る
が
、
こ

れ
以
上
保
険
税
を
上
げ
な
い

た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
繰

入
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

法
定
外

繰
入
は
、
保
険
給
付
費

の
急
増
に
伴
う
急
激
な
税
率

引
き
上
げ
緩
和
の
た
め
に

行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
引

き
下
げ
実
施
は
困
難
で
す
。

　

滞
納
者
の
状
況
、
短

期
保
険
証
等
の
発
行
数

は
ど
う
か
。

　

市
民
部
長　

昨
年
度
、

滞
納
件
数
３
千
９
６
９

件
、
滞
納
金
額
12
億
４
千
１

２
９
万
７
千
８
２
５
円
。
短

期
保
険
証
の
交
付
件
数
は
、

今
年
度
現
在
１
千
２
２
９
件
、

資
格
証
明
書
発
行
数
は
４
５

０
件
で
す
。
機
械
的
に
交
付

せ
ず
、
納
付
相
談
を
行
う
な

ど
、
個
々
の
状
況
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
26
年
度
に
策
定

し
た
「
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
見
た
が
、
具

体
的
な
対
策
が
十
分
で
な
い

と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
具
体

的
な
対
策
は
ど
う
か
。 

　

経
済
環
境
部
長　

計

画
で
は
、
捕
獲
に
よ
る

個
体
数
の
削
減
、
市
が
罠
等

の
機
材
を
購
入
し
捕
獲
従
事

者
に
配
布
す
る
こ
と
、
ま
た
、

林
縁
部
の
整
備
や
農
作
物
残

さ
の
除
去
等
、
環
境
管
理
の

推
進
に
よ
り
、
被
害
軽
減
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
生
産
農
家
に
も

協
力
い
た
だ
き
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
す
る
人
材
確
保
、

狩
猟
免
許
者
へ
の
支
援

を
し
て
い
く
と
も
書
い
て
あ

る
が
、
猟
友
会
の
方
も
高
齢

化
し
て
い
る
と
聞
く
。
具
体

的
に
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

現

在
、
狩
猟
免
許
所
有
者

が
31
名
、
う
ち
、
罠
猟
免
許

所
有
者
は
４
名
で
す
。

　

電
気
柵
設
置
や
捕
獲

機
材
購
入
に
対
す
る
補

助
制
度
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

　

経
済
環
境
部
長　

今

後
、
被
害
の
拡
大
等
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

「
鳥
獣
被
害
防

止
特
措
法
」
に

基
づ
く
協
議
会

を
設
置
し
、
国

県
の
補
助
を
活

用
し
、
被
害
対

策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

大
多
喜

町
で
は
農

業
委
員
、
出
荷

組
合
、
猟
友
会

等
で
、
協
議
会

を
つ
く
っ
て
い
る
。
当
市
も

早
く
つ
く
る
べ
き
と
思
う
が
、

来
年
度
被
害
状
況
を
調
査
し

た
上
で
検
討
す
る
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

今

後
、
協
議
会
の
設
置
検

討
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み

で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

獣
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
等
に
よ
り
、
農

家
へ
の
被
害
防
止
対
策
を
周

知
し
て
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

農

林
水
産
省
発
行
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
考
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で

周
知
を
図
り
ま
す
。
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